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　An annual seminar on communicative competence has been conducted at Nihon Fukushi Universityʼs interdepart-
mental center since 2013. In the past, the seminar has focused on theorical basic knowledge and the conducting of 
practical exercises. Due to the COVID-19 pandemic in 2020, however, many educational organizations faced difficulties 
related to holding in-person classes and used information and communications technology (ICT)-supported classes and 
assignments. All classes at Nihon Fukushi University were conducted online during this time. The university reopened 
for in-person instruction once there was a significant decrease in coronavirus infections in the area, but following a 
new wave of COVID-19 cases, a hybrid system of ICT-supported and in-person instruction was adopted for the seminar 
on communicative competence. The ICT-supported classes included learning basic knowledge from reading materials, 
working on assignments, and listening to explanations of how to understand the individual values on the record sheet. 
The in-person elements consisted of practical exercises based on studentsʼ understanding of what they had learned. 





















































し，2020 年度の COVID-19 ウィルスの影響で 4 月
開講が 5 月にずれこみ，授業は ICT（Information and 
Communication Technology）を活用し，「ZOOMでの
遠隔」「nfu.jp（日本福祉大学独自の LMS（Learning 












Class 開講期間 人数 学部
Class1 5月 13日～ 8月 19日（水曜開講） 19名 社会福祉学部，教育・心理学部，スポーツ科学部
Class2 5月 15日～ 8月 21日（金曜開講） 25名 社会福祉学部，教育・心理学部，スポーツ科学部
Class3 5月 12日～ 8月 18日（火曜開講） 30名 経済学部，国際福祉開発学部（留学生を含む）
































































10 対面 演習 1・尺度解説
11 対面 演習 2
12 対面 演習 3















コミュニケーション力演習 効果測定 結果表 
 
第 1 回 月  日 
第 2 回 月  日 
第 3 回   月  日 
 
 第 1 回 第 2 回 第 3 回 
A：課題達成場面の記号化    
B：解読と察知    
C：活性化と配慮    
D：感情統制    
 
 第 1 回 第 2 回 第 3 回 
E：1 対 1 のコミュニケーション    
F：グループ内コミュニケーション    
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全学教育センター紀要，第 2号，pp29-30．
きない場合，学習効果が落ちてしまうことも予想され
る．対面やハイブリッド授業と同様の効果を得られる方
法を開発することは必須であると考える．
５．今後の展望
　本稿では，これまで対面で行ってきた授業をハイブ
リッド化するためのプロセスの中で，ICT活用授業の
デザインを行う経緯から得た知見を報告した．ハイブ
リッド化した授業は，学生の学びや能力の向上にどのよ
うな効果をもたらしたのか，対面のみの授業と比較して
の相違点等，今後検証を進める必要がある．これまでの
本学における授業は，ある程度各教員に自由度が与えら
れており，実際に学習効果も検証されている（矢崎，髙
村，2014）．今回作成された授業内容や資料はこれまで
の取り組みに加えて，今後さらに重要視されるであろう
「ふくし」の視点を取り入れた内容である．ふくしを学
ぶ本学学生はもちろん，広範囲で活用できる有用な内容
であると考える．さらに内容の検討と効果の検証を行
い，今後さらに身近になっていくであろう「ふくし」に
適応し，役立つコミュニケーション能力の向上に寄与す
るために，コミュニケーション力演習のテキスト化を志
したいと考える．
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